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令和3年度  南風原町  施政方針

南風原町長  赤　嶺　正　之

未来へつなぐ
「愛・夢・安らぎ」

　去る２月13日深夜に東北地方を大きな地震が襲い、多くの負傷者、住宅被害が

相次ぐなど災害に遭われた方々へ心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復興

を願っています。また、昨年の2月14日に沖縄県内初の新型コロナウイルス感染者

が報告され、その後もウイルスは猛威を振るい、町内でも多くの感染者が確認され

る状況となっています。

　このような中、町民の皆様には新型コロナウイルス感染拡大防止対策の取り組み

にご理解ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。これからも町民の皆様には、マス

クの着用・手洗い・換気・消毒など感染防止に努め、「新しい生活様式」の実践のご協力

よろしくお願いいたします。本町も引き続き新型コロナウイルス感染拡大の防止お

よび感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援等を行います。

　次に、私が掲げました未来へつなぐ「愛・夢・安らぎ」をスローガンに、平和な町づく

り、教育文化の町づくり、福祉の町づくり、豊かな町づくり、住みよい町づくり、健康

の増進とスポーツ振興、そして町民参加の町づくり、この７つの政策に引き続き取り

組みます。

はじめに

３つのポイント
まちづくり基本理念

『平和』
　私たちの祖先が平和を強く
願ってきた心は、今日でも人々
に受け継がれています。世界の
恒久平和を願うわがまち南風
原の心を、国内はもとより世界
へ向けて発信し続ける、平和な
まちづくりをめざします。

2020年ホロコースト記念館（広島）と
リモート研修

『自立』
　世界で活躍する人材を輩出
してきた南風原町は、豊かな実
りと繁栄をもたらすと云われ
る南風が脈々と流れています。
私たちはその気風や精神を受
け継ぎ、新たな時代の中で自立
した多様な人々が育ち集う、地
域力のあるまちづくりをめざ
します。

学校応援隊はえばる
職人職業講話ボランティアの様子

『共生』
　私たちの祖先は、恵まれた自
然環境と調和しながら、暮らす
知恵を築いてきました。また、
人々はともに支えあい、団結し
て地域づくりをすすめてきま
した。まちの様相が移り変わる
中で、私たちは改めて、自然と
の調和、人と人とのつながりを
大切に共生のまちづくりをめ
ざします。

エコセンター
紙すき講座の様子

環
境

　住み良い住環境と循環型社会
の実現に向け、町民やＮＰＯ、企
業・事業所等と連携し、ごみの減
量化と資源化・再利用を促進し
ます。また、ごみの不法投棄等に
ついては、不法投棄発生箇所を
中心にパトロールを強化し、立
て看板等の設置や関係機関と連
携を取り対策を講じます。次世
代を担うこどもたちへは「はえ
ばるエコセンター」を活用した
環境教育、環境学習支援を実施
し環境意識の高揚を図ります。

環境と共生する
美しく住みよいまち

　新型コロナウイルスワクチン
接種については、庁内にプロ
ジェクトチームを設置し、町民
への接種が円滑に実施できるよ
う準備を進めています。一日で
も早くワクチンを接種すること
ができ、町民の安心につながる
よう万全の体制で取り組みま
す。また、保育所待機児童の解
消、子どもの貧困対策、障がい者
（児）・高齢者支援などの体制強
化に取り組みます。

ちむぐくるで
ともにつくる
福祉と健康のまち

都
市
基
盤

　都市化や生活スタイルの多様
化が進むなか、地域における安
全・安心な環境基盤づくりを地
域と協働し取り組みます。津嘉
山北土地区画整理事業について
は、旧津嘉山ハイツ区域の宅地
造成および本部公園線等の整備
を進めます。計画関係について
は、引き続き南風原南インター
チェンジ周辺の区画整理事業
化、都市マスタープランの見直
しを行い、新たに交通基本計画
策定に取り組みます。

みどりとまちが
調和した
安全・安心のまち　家庭教育、ふるさと教育、学校

教育を通じて、自ら考え、決め、
行動できる人づくり、そして人
をつなげることでより大きな力
が発揮できるよう、人と人との
つながりを育む環境づくりを、
家庭と学校、地域が一丸となっ
て取り組みます。また、学校共同
調理場や教育施設整備を行い、
安心な給食の提供、快適な教育
環境の整備に努めます。

きらきらと
輝く人が育つまち

　農業振興については、農地の
有効活用を推進し、農地の保全
や土壌改良・地力増強を推進す
るための土づくり奨励補助を
継続します。商工振興について
は、商工会との連携や新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金を活用し様々な
支援に取り組みます。観光振興
については、観光協会と連携を
し推進、振興に努めます。また、
農業、伝統工芸産業共に後継者
育成に取り組みます。

工夫と連携で
産業が躍動するまち自

治・
　協
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　広報誌をはじめ町ホームペー
ジ、ＳＮＳ等あらゆる手法を活
用し、わかりやすく必要な情報
を発信し、町民と行政の情報共
有を図ります。また、町民一人ひ
とりが積極的にまちづくりに参
加できるよう出前講座や学習会
の開催を推進します。さらに、自
治会との連携を図り、引き続き
町民皆様のご意見が町政に反映
されるよう努めます。

みんなで考え、
みんなで創る
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　平成30年3月に策定した「第四次南風原町行政改革大綱」の「協働によるまちづくりの推進」「持続可能な行財政運営
の推進」「組織力の強化と人材育成」の３つの基本方針を柱に「行政改革大綱実施計画」に定めた具体的な取り組み事項
を推進し、効率的な行政運営に努めます。
　また、第三次財政健全化計画に基づき、将来にわたって安定したサービスの提供がおこなえるよう、健全で持続可能
な財政運営に務めます。また、情勢等の変化に注視し、緊急的な課題に対しては機動的かつ柔軟に対応します。

健全な行財政運営について

　令和３年度の予算編成は、これまで掲げた施策に重点を置き、新型コロナウイルス感染拡大による難局を乗り越え、
前進するための予算を編成しました。感染症対策を講じながら、子ども子育て支援、教育環境の整備、各種福祉サービス
に重点的に予算を配分し、各施策を推進するために幅広く予算を計上しています。結果、一般会計予算総額は
14,737,195千円となり、対前年度比1,031,195千円、7.5％の増となっております。

予算編成について


